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縁
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職
業
訓
練
所
の
誘
致
は
、
市
内
業
界
の
強
い
要
望
で
あ
り

〆

山
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
設
置
が
き
ま
り
、
川
縁
地
内
に
山

へ
来
春
4
月
完
成
を
め
ざ
し
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

職
業
訓
練
所
は
、
中
学

校
ま
た
は
高
等
学
校
を
卒

業
し
て
は
じ
め
て
職
業
に

う
こ
う
と
す
る
人
、
あ
る

い
は
転
職
の
た
め
新
た
な

職
業
に
つ
こ
う
と
す
る
人

た
ち
に
、

産
業
界
が
最
近

も
っ
と
も
必
要
と
し
て
い

る
知
識
や
技
能
を
短
期
間

で
教
え
、
新
し
い
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
技
能
者
を
養

成
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

県
立
魚
津
職
業
訓
練
所

は
、
川
縁
地
内

(
早
月
川

近
く
の
国
道

8
号
線
東
側
〉
に
総
面
積

9
千
9
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
建

設
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

職
種
は
い
ま
の
と

こ
ろ
機
械
科
、
溶

接
科
の
2
科
で
す
が、

将
来
は

も
っ

と
職
種
が
ふ
え
る
予
定
に
な
っ

て
お
り

ま
す
。
ま
た
訓
練
生
は
各
釦
名
ず
つ
で

」
9
0経

済
の
高
度
成
長
に
と
も
な
い
技
能

労
務
者
の
不
足
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
職
業
訓
練
所
が
、
新

学
卒
者
の
職
業
訓
練
や
転
職
の
た
め
の

職
業
訓
練
に
よ
っ
て
、
技
能
労
務
者
の

養
成
に
大
き
な
役
割
を
果
す
も
の
と
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

(
ト
ッ
バ
ン
は
位
置
略
図〉

報

Z77532数激物;

広市津魚(昭和 削 月13日)
第 3種郵便物認可/( 1 ) 

養
成
訓
練
生
募
集

申
込
み
れ
月

1
日
i
初
日

県
立
魚
津
職
業
訓
練
所
は
、
来
年
4

月
か
ら
関
所
し
ま
す
が
、
次
の
よ
う
に

養
成
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

機

械

科

男

・
女

犯

名

溶

接

科

男

叩

名

マ
応
募
資
格

義
務
教
育
修
了
以
上
で
、
年
令
満
笥

才
未
満
の
人

マ
選
考
日
お
よ
び
方
法

ロ
月
5
日
(
土
〉
午
後
1
時
か
ら
魚

津
市
民
会
館
で
、
面
接
お
よ
び
適
性

検
査
を
行
な
い
ま
す
。

マ
合
格
発
表

ロ
月
間
日

〈金
)
魚
津
市
役
所
前

マ
入
所
期
日

昭
和
刊
年
4
月
上
旬

魚樟市友道

中部印刷株式会社

人口のうごき

出生 52人

死 亡 25人

婚姻 22組

離婚 2件

補
正
予
算
な
ど
審
議

1
9
月

定

例

市

議

会

|

9
月
定
例
市
議
会
は
、

9
月
初
日
招

集
さ
れ
会
期
を
山
月
ロ
日
か
ら
3
日
間

と
す
る
こ
と
と
し
休
会
し
ま
し
た
。

ロ
日
の
再
開
日
は
、
上
程
さ
れ
た
補

正
予
算
な
ど
は
川
議
案
に
つ
い
て
市
長
か

ら
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、

慎
重
審

議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。ま

た
同
日
に
は
任
期
満
了
な
ど
に
と

も
な
う
教
育
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
を
次
の
よ
う
に
選
任
し

ま
し
た
。

・
教
育
委
員
会
委
員
H
大
谷
清
瑞
(
小

川
寺
〉
華
蔵
閑
行
亮

ハ
吉
野
)
鈴
木

康
三

(
其
成
寺
町〉

・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
H
大
沢
政
一千

(
大
沢
)
大
附
甚
之
耐
一
(ハ
北
鬼
江
〉

瓜
生
玄
雄
(
オザ
町
)

山

口
勝
夫

〈
住
士
口
〉

同
補
充
員
H
板
井
久

次
郎
(
馬
出
町
)
魚
住
一
雄

(
諏

訪

町

〉

堀

川
伊
吉

(
上
村
木
町
〉

永
田
久
直

(升
田
)

・
人
権
擁
護
委
員
H
藤
井
秀
信

V
補
正
予
算
の
あ
ら
ま
し

補
正
予
算
額
は
8
千
1
百
お
万
円
で

こ
れ
で
予
算
総
額
は

7
億

8
千
6
百

印
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
の
お

も
な
も
の
は
、

八
総
務

・
衛
生
費

V

市
民
会
館
の
冷

暖
房
装
置
に

4
百

η
万
円
、
ゴ

ミ
焼

却
場
の
位
置
変
更
等
に
よ
る
工
事
費

の
増
額
と
川
元
に
対
す
る
負
担
金

3

百
万
円
、
東
部
衛
生
処
理
組
合
負
担

金
2
百
引
万
円
な
ど。

…
保
護
司
の
仕
事
…

① 

保
護
観
察
と
更
正
緊
急
保
護

八
農
林
水
産

・
商
工
費
V

経
田
漁
港

の
改
修
工
事
に

6
N
m
万
円、

大
愛

メ
リ
ヤ
ス
工
場
の
環
境
整
備
事
業
に

対
す
る
助
成
金
5
百
万
円
な
ど
。

八
土
木
費

V
村
木
魚
津
線
百
邸
メ
l

ト
ル
、
角
川
1
号
線
加
メ

ー
ト
ル
、

都
市
計
画
街
路
4
号
線
別
メ
ー
ト
ル

の
道
路
舗
装
お
よ
び
湯
上
慶
野
線
、

経
団
漁
港
線
の
家
屋
移
転
補
償
な
ど

に
4
百
お
万
円
な
ど
。

八
教
育
費

V

魚
崎
仲
工
業
高
校
建
設
分

担
金
5
百
万
円
な
ど
。

〈
災
害
復
旧
費

V

7
バ
の
水
害
に
よ

り
発
生
し
た
災
円
復
旧
費
と
し
て
土

木
災
害
に
1
千
6
百
犯
刀
円、

農
林

災
害
に

2
千
1
百
日
万
円
白

一
方
、
こ
れ
に
み
あ
う
収
入
と
し
て

市
税
の
自
然
増
な
ど
で

3
千
2
百
万

円、

園
、
県
支
出
金

1
千
7
百
刊
万

円
、
分
制
金

8
r
u
m
万
円
、
市
債
1

千
2
百
万
円
な
ど
を
計
上

し
ま
し

た
。

V
公
民
飢
訟
開
条
例
の

一
部
改
正

保
護
司
の
仕
事
で
あ
る
「
更
正
保
護

制
度
」

と
は
罪
を
犯
し
た
者
、
ま
た
は

罪
を
犯
す
お
そ
れ
の
あ
る
少
年
な
ど
に

対
し
、
社
会
生
活
の
中
で
適
切
な
保
護

を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
者
の

更
正
を
助
け
、
社
会
の
治
安
を
確
保

し、

公
共
の
福
祉
を
増
進
し
よ
う
と
す

る
制
度
で
す
。。

そ
の
一
つ
に
保
護
観
察

が
あ
り

ま

す
。
保
護
観
察
の
対
象
に
な
る
者
を
大

別
し
て
、
①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
者
を

矯
正
施
設
に
入
れ
な
い
で
、
社
会
の
中

で
指
導
鹿
督
、
補
導
援
護
を
加
え
て
そ

の
更
正
を
助
け
る
。

①
矯
正
施
設
か
ら
仮
釈
放
を
許
さ
れ
た

者
に
対
し
て
仮
釈
放
の
期
間
中
、
指
導

監
督
お
よ
び
補
導
援
護
を
加
え
る
こ
と

で
そ
の
立
直
り
を
援
助
す
る
。

に
ぎ
わ
っ
た

特
産
品
展
示
会

第
2
回
特
産
品
展
示
会
は
、
幻
日
か

ら
お
日
ま
で
市
民
会
館
お
よ
び
図
書
館

で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
漆
器

仏
壇
、
水
産
加
工
品
、
菓
子
、
観
光
み

や
げ
品
、
家
具
、
建
具
、
経
木
な
ど
各

業
者
自
慢
の
特
産
品
約
6
百
点
が
展
示

さ
れ
、

8
千
人
の
入
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
ま
た
特
別
参
加
し
た
日
本
カ

ー
バ
イ
ド

の
ハ
イ
エ
ス
パ
ッ
ク
の
包
装

実
験
も
人
気
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

(
写
真
H
多
く
の
入
場
者
で
に
ぎ
わ

っ
た
展
示
会
場
〉

市
内
に
は
ロ
の
公
民
館
が
あ
り
、
各

地
区
で
自
主
的
な
運
営
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
い
っ
そ
う
公
民
館
活
動

の
振
興
と
推
進
を
は
か
る
た
め
、
ま

た
総
合
的
な
活
動
と
連
絡
調
整
の
た

め
中
央
公
民
館
を
設
置
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
の
中
央
公
民
館
な
ら

び
に
魚
津
公
民
館
の
位
置
を
教
育
委

員
会
事
務
局
に
お
く
こ

と
に
し
ま
し

た
。

教
育
委
員
会
委
員
長
に

華

蔵

閣

氏

-マ マ マ マ
す受方入遇就 す 学か工授験技 入てをま除期訓公 願 で い役の(入応 11願
。給は所さ職。生な具業で能所訓重でき間練共書も 。所人上所募月 書
で 、時れ の 定 わ、料き 検中練点 ハ午は 方職は結 ー 商 は半願 手 1受
きひにま際 期れ教はま 定 のしと 土前 1法 業 市構般工、身書続日付
るき失す、 のま材いすは 特 まし 曜 8カ 安 役で の水 健セ ハ か期
こつ業。技 害IJすなり 。一 典すて日時年 定所 す方 産康ミ報 ら間
とづ保 能 引。どま 般 。関 は 30で 所商 。は 課診版告 11 
にき険経きはせ の 連正分、に工公へ断〉 書月
な訓|を墜を県ん人 学午か 日あ水共出書含 30
練場者請 の。よ 科 まら躍 り 産職 しをほむ日

つ蕗丙 ζ 清費 り をで 午、 ま 課 業 て 添 か 〉 ま
て了て しさ 用 早 あ〉後祭す ま 安 くえ に と で
いまいてれ で く わ 実 4日 。た定だてー写
までる 優 まま 受 せ技時を は 所 さ 市 般 真

ヘ〈滋鰯銭瀦隠綴警護畿や 鑓i援護S畿縫鱒錨鍵 すすっう足るしつ しこれま何て うれ
。る まがり 人てぐこてのてす回、 最 。る H

社で、な た 失 なの刑うい。も在 近 の保
会も彼さち敗い人をちる現重学 、 か護
のつ 等 なで、、た受 半も 在 ね中 少 簡育j
白し、がど、再 そ ち け 分 の 全る の 年 単 H

眼 て ょ にそびれはて以は国累非犯 にと
視まど原れ刑か いい 上約 の犯行 罪 おは
だわ訴悶は務らちるが 5JflJ少も は しど
と る え が本所立ども再万務年多集 らん
い前るあ人にち犯の度入所がく 団 せ な
う科 のりのつ 直 しで犯 以 に ふ 、悪 し仕
こ者はま努なろたす罪上収え犯質 ま事
とに、し 力がう罪。をで容て罪化 しを
で対いよ のれと を 犯 、さいをし よさ

教
育
委
員
会
会
議
は
去
る
は
日
開
催

し
委
員
長
な
ど
を
き
め
ま
し
た
。

委

員

長

華

蔵

閣

行

亮

同
職
務
代
理
者
鈴
木
慶
三

委

員

大

谷

清

瑞

h
q

友
杉

相官
清

こ
の
2
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
(
取
扱

い
に

1
号
1
5号
観
察
が
あ
り
ま
す
〉

。

そ
の

2
は
更
正
緊
急
保
護
で
す
。
こ

れ
は
刑
が
満
期
に
な
り
釈
放
さ
れ
た
者

や
刑
執
行
が
免
除
さ
れ
た
者
な
ど
に
つ

い
て
、
本
人
が
刑
事
上
の
手
続
き
に
よ

っ
て
、
身
体
の
拘
束
を
解
か
れ
た
後
に

行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
親
族

縁
故
者
な
ど
か
ら
そ
の
援
助
や
公
共
の

衛
生
福
祉
、
そ
の
他
の
施
設
か
ら
の
保
川

護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、

'

ま
た
は
そ
の
援
助
だ
け
で
は
更
正
で
き

川

な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
本
人
の
申

川

出
に
も
と
ず
い
て
保
護
を
受
け
る
も
の
川

で
す
。
こ
の
措
置
に
は
、
更
主
保
護
会

川

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
委
託
し
て
行

川

な
う
も
の
(
食
事
、
宿
泊
の
世
話
や
補

川

導
)
と
保
護
観
察
所
で
直
接
行
な
う
も

川

の
ハ
食
事
給
与
、

医
療
援
助
、
旅
費
支

川

給、

鉄
道
運
賃
割
引
証
交
付
)
と
が
あ

川

り
ま
す
。

(
魚
津
保
護
区
保
護
司
会
)

川

消

防

職

員

，

採

用

試

験

川

魚
津
市
消
防
職
員
の
採
用
試
験
を
次

川

の
よ
う
に
行
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は

川

口
月
間
日
ま
で
受
験
申
込
書
に
必
要
事

川

項
を
記
入
し
、
秘
書
人
事
課
へ
提
出
し
川

て

く

だ

さ

い

。

川

マ
受
験
資
格

川

・
学
力
日
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
学

川

校
数
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
程

川

度
の
学
力
を
要
し
ま
す
。

-
年
令
H
昭
和
叩
年
4
月
2
日
か
ら
昭

川

和
引
年
4
月
1
n
ま
で
に
生
ま
れ
た
川

も
の

川

・
性
別
H
男
子

川

マ

試

験

区

分

消

防

職

員
3
名

川

マ
試

験

期

日

日

月

泊

白

川

く
わ
し
い
こ
と
は
秘
書
人
事
課
へ
お

川

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

川

市
民
会
館
の

川

暖
冷
房
近
く
完
成
…

市
民
会
館
で
は
大
ホ
l

b

y

に
暖
冷
房

川

装
置
の
と
り
つ

け
工
事
を
い
そ
い
で
い

川

ま
し
た
が
、
近
く
完
成
す
る
こ
と
に
な
川

り
ま
し
た
。
そ
こ

で
け
月
日
日
に
機
械

川

の
試
運
転
を
実
施
し
、
テ
ス
ト
の
結
果

川

異
状
が
な
け
れ
ば
、
日
月
m
O
日
に

「
暖

川

冷
房
装
置
完
成
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル」

を

川

行
う
予
定
で
、
清
抜
式
や
優
良
映
画
観

川

賞
会
な
ど
を
計
画
し
て

い

ま

す

。

川

こ
の
装
置
は
、
空
気
調
和
式
の
も
の

川

で、

工
事
費
は

9
百
余
万
円
、
大
ホ
l

川

-Y

の
温
度
を
夏
は
摂
氏
お
度
前
後
、
冬

山

は
加
度
前
後
に
保
つ
よ
う
に
し
て
あ

川

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
年
中
快
適
に
利
用

川

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

川

-ママママのでい ワ 小
田月昭月間該お料場日よ服まク小 d 児
だ 30和 25和当も 金所内う用すチ児 隼マ
け日 37日38者ちは にでが ン マ ワヒ
服ま年ま年 く50村 11再き、のヒ h

用で 10で 12 だ円木月投な病投予 ン
し生月 生月 さで 小 5与 か 気 与防 チ
たま 17ま 1 いす学旦をつやをの ン
もれ日れ日 。が枝互行 たそ 11tこ め

の たかたか 母宇い方 の 月め ど
もらもら 子品ま の他 2生 夜
の 380.) 39 手 下すたの日ポ 阜
で年年 帳 :3 cめ理にリ 4

1 11 7 を時次由行オ

マ マ 届者も薄者年 い健
場 日け の 行弱 の金 なま康精 3健

所 時く居 な者福法おす診神 桐

一 だ宅いの祉 の 、 E 断薄 神
魚 11さ診 ま児年改今 と弱 山 積
津 月 い 断す童金正回 相者 優 益
保 4 0 も。扶受にの談お 古

健 日 実ま養 給と巡 をよ 康 者
所 11二午 施た手診も回 次び 担 の

後前 し重 当 断 な相 の 精 平目
3 10 まいのやう談 正利1'"山

|時 時 す精受重精は う障 言火
まヵ、 か神給度事11 、 に ~I;f

でら ら陣診精隙国 行者
お宮断 神 害民 なの

就
学
児
童
の

種
痘
の
予
防
接
種

種
痘
の
予
防
接
種
を
校
下
ご

と
に
行
な
い
ま
す
。
該
当
者
は

来
年
小
学
校
に
入
学
す
る
方
と

卒
業
す
る
方
で
す
。

場

所

接

種

目

検

診

日

什
什

関
川

H
H
白
川

片
貝
小
学
校

6
日

9
日

加
積
小
学
校

叩

日

目

日

経
田
小
学
校

叩

日

目

日

松

倉

小

学

校

山

日

日

日

宍

神

小

学

校

叩

日

目

日

上
野
方
小
学
校

叩

日

目

目

上
中
島
小
学
校

け

日

同

日

本

π小
学

校

日

日

目

日

間
布
施
小
学
校

日

日

目

日

道
下
小
学
校

日
日

間

日

村
木
小
学
校

日

日

目

日

大

町

小

学

校

行

日

初

日

住

吉

小

学

校

げ

日

加

日

時
聞
は
名
場
所
と
も
午
後
1
時
か

ら
3
時
ま
で
で
、
母
子
手
帳
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

E理置酒・e • 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予

防

注

射

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
フ
戸
エ

ン

ザ
ビ

ー
ル
ス
に
よ
る

「
か
ぜ
」
は
普

通
の
「
か
ぜ
」
と
こ
と
な
り
、
た
い

へ
ん
悪
性
で
、
し
か
も
伝
染
力
が
強

く、
大
人
も
小
人
も
発
熱
、
頭
痛
、
足

腰
の
い
た
み
、
く
し
ゃ
み
、
セ
キ
な

ど
に
な
や
ま
さ
れ
、
と
く
に
老
人
や

乳
幼
児
で
は
肺
炎
を
併
発
し
て
命
を

失
う
こ

と
も
ま
れ
で
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
流
行
を
防
ぎ
、
健
康
を
ま
も
る

た
め
、
次
の
よ
う
に
予
防
注
射
を
行

な
い
ま
す
か
ら
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ

B
V
 な

お
、
熱
の
あ
る
人
や
、
鶏
肉
、

卵
で
ジ
ン
マ
シ
ン

に
な
る
体
質
の
人

糖
尿
病
、
脚
気
患
者
、
妊
産
婦
の
人

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
注
射
は
2
回

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
注
射
料
金

(
2
閉
分
〉

1
才
未
満
H
刊
円

6
才
未
満

H
m

同
日
才
未
満
日
百
円
山
才
以
上

H
百
刊
円

校

下

場

所

第

1
四

第

2
四

H
H
Mn

H
H
U
リ

片

貝

小

学

校

旧

日

お

H

白
倉

小

学

校

旧

日

お

日
ロ
月

経

問

小

学

校

お

円

2
日

天
神

小
学

校

お

日

2
日

上

野

方

小

学

校

お

日

2
日

加
積

小
学

校

お

日

3
H

木
江

小
学

校

幻

日

4
日

間

布

施

小

学

校

幻

日

4
日

松
倉

小
学

校

幻

日

4
H

住
吉

小
学

校

初

日

7
円

上
中
島

小
学
校

初

日

7
H

は
月

道

下

小

学

校

1
日

8
日

村

木

小

学

校

1
日

8
日

大

町

小

学

校

3
日

間

日

時
間
は
午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で
で

す
。所

得
税
第

2
期
分
は

日
月
初
日
ま
で

マ
・
:
昭
和
犯
年
分
所
得
税
第
2
期
分
の

納
期
に
な
り
ま
し
た
。
税
務
署
で
は

す
で
に
第
2
期
分
の
納
付
書
(
農
業

所
得
者
の
方
に
は
納
税
申
出

443
を

み
な
さ
ん
の
お
手
も
と
に
お
届
け
い

た
し
ま
し
た
か
ら
、
い
ま
一
度
納
税

額
を
確
め
て

い
た
だ
い
て
、
い
ま
か

ら
納
税
の
準
備
を
心
掛
け
て
お
き
ま

し
ょ
う。

マ
・:
第
1
期
分
で
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
納
期
中
に
例
%
近
く

ま
で
が
完
納
に
な
り
ま
し
た
。
今
期

こ
そ

1
人
の
こ
ら
ず
納
期
限
(
日
月

初
日
)
ま
で
完
納
い
た
し
ま
し

ょ
う
。

第

1
回
市
民

運
動
会
は
什

月
3
日
午
前

9
時
か
ら
市
営
吉
田
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
ま
す
。

(
雨
天
の

と
き
け
月
8
日
)

市

民

運

動

会

4
月
か
ら
開

飢
し
て
い
ま

し
た
水
族
館
は
什
月
山
日
で
閉
館
し

ま
す
。

水

族

館

閉

館



(2) 

あ
な
た
の
名
前
が
載
っ
て
い

ま
す
か

ー
基
本
選
挙
名
簿
の
縦
覧

5
日
か
ら

|

(昭和27年 9月13日)
第 3種郵便物認可

選
挙
管
瑚
委
員
会
で
は
、

9
月
同
日

現
在
で
み
な
さ
ん
の
選
挙
資
格
を
調
査

し
て
、
新
し
い
基
本
選
挙
人
名
簿
を
つ

く
り
ま
し
た
。

こ
の
名
簿
は
、

こ
と
し
の
ロ
月
加
日

か
ら
来
年
の
ロ
月
円
日
ま
で
の
聞
に
行

わ
れ
る
選
挙
に
使
わ
れ
主
す
。

貴
重
な
選
挙
権
も
名
簿
に
載
っ
て
い

な
い
と
、
一

票
を
行
使
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
か
ら
名
簿
を
一
度
確
め
て
く

だ
さ
い
。
と
く
に
昨
年
6
月
行
日
以
後

に
転
入
や
転
居
さ
れ
た
方
お
よ
び
新
有

権
者
は
、
名
簿
の
住
所
番
地
に
間
違
い

な
い
か
ど
う
か
あ
わ
せ
て
ぜ
ひ
確
め
て

く
だ
さ
い
。

報

こ
の
名
簿
に
は
、
原
則
と
し
て
次
の

方
が
登
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

・
こ
と
し
の

6
月
日
日
以
前
か
ら
引
き

つ
づ
き
魚
津
市
に
住
所
を
有
し
、
か

つ
昭
和
問
年
ロ
月
引
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
。

V
名
簿
の
縦
覧
期
間

什
月
5
日
か
ら
〕

5
1
司

什
月
間
日
ま
で
」

1
f
H

毎
日
午
前
8
時
初
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で
(
土
、
日
隈
日
合
む
)

V
名
簿
の
縦
覧
場
所

市
役
所
内
選
挙
管
理
委
員
会

日

月

は

公

明

選

挙

強

調

月
間

広

み

な

さ

ん

の

ご

意

見

を

募

集

市

公
明
選
挙
の
意
義
を
よ
く
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
毎
年
け
月
を
公
明
選
挙

強
調
月
聞
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
日
頃
か
ら
有
権
者
の

政
治
意
識
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
が
、
過
去
の
選
挙
の
結
果
を
眺
め
て

み
ま
す
と
、
ま
だ
理
恕
に
程
遠
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
公
明
選

挙
の
常
時
啓
発
活
動
を
、
い
っ
そ
う
巾

広
く
す
す
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
は
、

こ
の
運
動

の
す
す
め
方
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
ご
意

見
を
お
も
ち
で
し
ょ
う
か
。
選
挙
管
理

津魚日発行

市
民
道
場
で

柔

剣
道
を
習
い
た

い
が
:
:・

漏議

昭和39年 11月 1

市
民
道
場
で
柔
剣
道
を
習
い
た

い
と
思
い
ま
す
が
、

最
低
年
令

は
何
才
か
ら
で
す
か
、
手
続
き
、
規

則
等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

(投
書
で

l
村
木
T
)

間

市
民
道
場
は
、
柔
剣
道
を
通
し

市
民
の
み
な
さ
ん
の
心
身
の
鍛

練
の
場
と
し
て
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
道
場
に
つ
い
て

の
規
則
や
年
令
制
限
な
ど
今
の
と
こ

ろ
定
め
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
練
習
な

ど
は
次
の
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
剣
道
に
つ
い
て
は
、「
剣
友
会
」

答

(第219号)

委
員
会
で
は
、
こ
の
強
調
月
間
中
に
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
次
の
よ
う
に
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

マ
応
募
要
領

・
問
題

「
公
明
選
挙
運
動
を
阻
害
す
る
も
の

は
な
ん
で
あ
る
か
」

-
4
百
字
詰
原
稿
用
紙
4
枚
程
度

.
締
切
日
H
什
月
白
日

・
提
出
先
日
魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会

・
優
秀
作
1
点
、
佳
作
2
点
に
薄
謝
を

贈
り
ま
す
。

が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
主
体

と
な
っ
て
毎
週
火
、
木
、
土
曜
日
の

午
後

3
時
加
分
か
ら
午
後
6
時
頃
ま

で
(
土
曜
日
は
正
午
か
ら
〉
練
習
し

て
お
り
ま
す
。
先
生
は
石
本

・
小
幡

6
段
、
守
谷

・
友
杉

・
常
楽
の

5
段

で
す
。
剣
友
会
の
事
務
所
は
田
方
町

守
谷
良
雄
宅
に
あ
り
ま
す
。

柔
道
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
「
柔
道

連
盟
」
が
あ
り
、
こ
の
会
員
に
よ
っ

て
練
習
し
て
お
り
ま
す
。
先
生
は
浜

本
6
段
、
宮
野
3
段
で
、
現
在
き
ま

っ
た
練
習
日
は
あ
り
ま
せ
ん
が
適
時

や
っ
て
お
り
ま
す
。
事
務
所
は
新
金

屋
町
宮
野
藤
明
宅
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
小

学
生
ス
ポ

ー
ツ
教
室
」
は
毎
週
土
曜

日
午
後
1
時
犯
分
か
ら
市
民
道
場
で

ひ
ら
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は、

木

江
、
村
木、

大
町
小
学
校
の
5
、
6

年
生
か
ら
1
小
学
校
剣
道
叩
名
、
柔

道
川
名
、
計
別
名
の
希
望
者
を
つ
の

り
練
習
を
し
て
い
る
も
の
で
す。

た査のにる れに魚
。の 際 記 「 る達 津

う に 入 補方し市
えつし充 はたに
登く て選、方 住
載 る提挙 市で所
す補出入 役 す を
る充さ名所 つ 有
こ選れ簿 市こ し 以れ町る りでつの庭 10てす 請 た簿
と挙 主要 R_;: 1. 上た村の申まきで際刀、月おるにびは補
に人 れ 載 謀れ平 の 年 かは しし るも ので かり こょ に選 充
な名ば申窓に令方令ら、出たよ申はきらまとつ本挙選
り簿、出 口 該 満 お 満 転 他 が 。うしか、申すにて人が挙
まに選 書に当 20よ20入ので に出に選出がな調 のあ人
し調 挙」あさ才び才さ市き ながい挙結IJ 、つ 製申る名

.~ ~ 八八八に や 回る 興
出 日 最 功 ら 10日11:式農行場期な苗農農認に農

長大ト玄品 時産労市時午月典業事所日つ木業業識あ林
い根 Jレ米 対 11 物者民か削 12ハ祭の vvて 即 祭 祭 を わ 業
も、。、象 1312品を 会 あ お売にを深せ者
2か白大品日日評表館 ら市 11り会は行めて の
木ぶ菜小田午正会彰) 亭主 ま民月まな、なる市技
。5 、豆お前午 いあ 男ラ し 会 12す ど 農いこ民術
に京か、よ 9 ~ たわ v館 、 。感林まと のお
ん 。ん雑 び 時牛 しせ 1 13 大産すを農よ
じれら 穀数 i後 ま て 12 I 臼 に勅~ 0 目林 び
んんん 類量 正 5 す 農 r::;.i 行 の 的業経
、こ 3 1 午時 。林 ・但i う品 にに営
ごん株リ 業 13 三' こ評第対の
ぼ、。ツ の 昼邑 と 会 1す 振

日 望書
~ ~ ゴご

日ノ、畜 図こ 農 IIJ 醤曽 よい|時出へ出
のム産ゃ れ 業市木 な 毘 謂号 うた 30品 搬品果が ν う
即 、加グか 資民類 し ...-...... 創， なし分物入物 実 10ン

売ソ 工ラ ら料会 のな会 鐙 予まかの しは 、ケ 草 ね
も l品フの展館即ど舶 州、 約 す ら せ て 12鶏。 10ぎ
いセ展を農示 横売 の氏自 版。 1りく日 卵い株 4
た 1示展 業 会 で 会 果 で 売 し時 売だ 午 5もロキ
し ジ即 示 に行 は 樹 は た 聞 は さ 前 ケ 類 玉 ロ
まな売しつな 12商 いがの、い 8 0 4ね グ
すど会まい い 、木 V たつ間 13 0時 キぎラ
。畜 すてま 13お 苗 kてに日まロ 、ム
産 。の す日よもうか 会 木暮従会午 で グ し 。
加 米 。両びもめき 即 ん 来場後会 ラ よホ
工 来 日庭、、、売。ので 12 場ムう

補充選挙名簿登載に

申出 制 度 で き る

横
山
源
之
助
氏
の

石
碑
で
き
る

成

人

該

当

者

の

ス

ボ

ツ

ノ、

昭
和
初
年
1
月
日
日
に
成
人
式
を
迎

え
る
方
を
対
象
に
ス
ポ
ー
ツ

バ
ッ
ジ
テ

ス
ト
を
行
な
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
は
、
自
分
の
体
力

や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
基
本
と
な
る
運
動

能
力
の
現
状
を
確
か
め
、
そ
の
結
果
に

も
と
.す
い
て
不
足
し
て
い
る
能
力
を
高

め
る
努
力
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行

う
も
の
で
す
。
そ
し
て
各
種
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
親
し
み
、
ま
す
ま
す
心
身
を

鍛
練
し
て
、
そ
の
健
全
な
発
達
を
は
か

り
、
健
康
に
自
信
を
も
っ
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

マ
種
目

男
女
と
も

u
mメ
ー
ト
ル
、
走
巾
跳

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投

魚津が生んだ社会福祉の先覚横山源之助氏の功績
をたたえて、富山県郷土先覚顕彰の会や、関係者の

ご協力でこのほど新金屋町に石碑ができ、去る11日
に除幕式がありました。

同氏は明治4年旧魚津町に生まれ、神明町左官職
横山伝兵衛氏に養育されその性を名乗り ました。そ

の後上京、現在の中央大学を終え、ニ業平円迷等の
影響を受け、社会問題に興味をもち、工場調査、労

働研究に活躍、大正4年44才の若さで病気のため死

去 しました。 数多い著書のうち 「日本の下層社会」

「内地雑居後之日本人」は、戦後、岩波文庫より復
刻され、貴重な歴史的文献として 尊重 されていま

す。 (写真=横山氏石碑の除幕式〉

ッ
J

シ
一
ア

ス

ト

男
の
み
H
け
ん
垂
、
千
5
百
メ
1
ト

レ女
の
み
H
斜
け
ん
張
、
千
メ

ー
ト
ル

マ
日
時
と
場
所

日
月
日
日

(
日
)
午
前
9
時
か
ら
市

営
吉
田
グ

ラ
ン
ド

ス
ポ
ー
ツ
バ

ッ
ジ
テ
ス
ト
を
受
け
る

成
人
該
当
者
に
は
各
地
区
の
公
民
館
よ

り
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

各
種
目
の
判
定
に
よ
っ
て
バ

ッ
ジ

(
写
真
)
と
判
定
証
明
を
お
渡
し
し
ま

す
。
上
級
パ

ッ
ジ

は
金

色
、中
級
は
銀
色
、初
級

は
銅
色
で
す
。

各
級
の
記
録
基
準
は

次
の
と
お
り
。

納

税

者

の

声

を

聞

く

旬

間

ご
意
見
ご
不
満
を
ど
う
ぞ

国
税
庁
で
は
け
月
1
日
か
ら
叩
日
ま

で
「
納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間
」
と
定

め
て
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
税
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
苦
情
や
意
見
、
希

望
を
お
聞
き
し
て
税
務
行
政
の
改
善
に

役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

税
務
署
の
課
税
や
徴
収
が
不
当
で
あ

る
と
思
う
方
、
ま
た
取
抜
い
に
不
平
不

満
の
あ
る
方
は
、
ど
し
ど
し
富
山
税
務

相
談
所
ハ
富
山
市
表
町
長
協
会
館
4

階
〉
ま
た
は
魚
津
税
務
署
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

5 0 汎 走 巾 跳 ハンドボー'"投 けん 垂!

男|女 男|女 男|女

初級

秒 秒 m m m 町B 図 図

7.5 8.7 4.00 3.05 25 15 6 20 
-8.2 --9.6 -4.99 -3.79 ......29 ---19 ......10 ......29 

一 一
級中 7.1 8.2 5.00 3.80 30 20 11 30 

......7.4 -8.6 .......5.39 -4.19 .......33 ......23 ---14 -37 
一 一

上級 7.0 8.1 5.40 4.20 34 24 15 38 
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自

衛

官
募

集

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
は
、
す
ば

ら
し
い
記
録
を
つ
く
っ
て
終
了
し
ま
し

た
が
、
こ
の
大
会
に
自
衛
隊
の
活
躍
が

目
を
ひ
き
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
幕
を
つ
げ
る
自

衛
隊
音
楽
隊
の
高
ら
か
な
フ
ァ
ン
フ

ァ

ー
レ
、

厳
粛
荘
重
な
そ
の
音
は
国
民
の

胸
を
は
ず
ま
せ
ま
し
た
。
ま
た
開
会
式

の
上
空
に
五
輪
の
マ

l

ク
を
え
が
く
航

空
自
衛
隊
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
チ
1

ム
の

魚
津
機
械
セ
ン
タ
ー

団
地
協
同
組
合
で
は
、

市
内
の
機
械
、
金
属
製

造
の
泣
企
業
の
集
団
化

を
は
か
る
た
め
、
か
ね

て
か
ら
三
ケ
地
内
(
平

月
川
沿
い
国
道
8
号
線

西
側
〉
に
土
地
造
成
を

す
す
め
て

い
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
整
地
工

事
が
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し

た
の
で
、
建
物
の
建
設

に
着
手
し
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
面
積
6
万
9
千
平
方
メ

ー
ト
ル
に
総
事
業
費
3
億

4
千
万
円
を

か
け
、
本
年
よ
り
3
か
年
で
団
地
づ
く

り
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

団
地
内
の
共
同
施
設
と
し
て
教
育
試

験

・
構
内
電
話

・
水
道
消
火
栓

・
機
械

の
各
施
設
、
資
材
製
品
倉
庫

の
ほ
か

浴
場
、
給
食
施
設
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

従
業
員
の
福
祉
施
設
も
つ
く
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
共
同
受

注
、
資
材
購
入
を
は
か
り
、
受
注
量
の

増
大
、
購
入
価
格
の
引
き
下
げ
な
ど
に

よ
り
経
費
を
節
減
し
効
呆
あ
る
経
営
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地

工場建設に着工した

団エ鉄

設
備
近
代
化
資
金
の

借
入
申
込
み

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
の
第
2

次
借
入
申
込
み

〈機
械
金
属
関
係
の

み
)
を
け
月
叩
日
ま
で
受
け
つ
け
て
お

り
ま
す
。

申
込
者
の
資
格
は
資
本
の
額
が
5
千

万
円
以
下
ま
た
は
常
時
使
用
す
る
従
業

員
が

3
百
人
以
下
の
会
社
ま
た
は
個
人

で
、
貸
付
金
額
は
対
象
設
備

ハ
昭
和
刊

年
3
月
ま
で
完
了
す
る
〉
に
要
す
る
金

額
の
の
%
(
最
高
3
百
万
円
)
で
す
。

利
率
は
無
利
子
、
貸
付
金
償
還
方
法

は
1
年
据
置
き
4
年
均
等
年

賦
償
還

で
、
連
帯
保
証
人
2
人
以
上
が
必
要
で

す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
商
工
水

産
課
ま
た
は
商
工
会
議
所
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

妙
技
、
海
上
自
衛
隊
の
五
輪
旗
の
捧
持

行
進
な
ど
陸
海
空
自
衛
官
の
お
り
な
す

美
く
し
さ
は
国
民
に
強
い
印
象
を
与
え
苦

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
競
技
に
お
い
て
も
り
っ
ぱ
な

成
績
を
お
さ
め
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ン

グ
の
三
宅
選
手
ハ
3
等
陸
尉
)
は
、
金

メ
ダ
ル

1
号
を
と
り
、
初
の
日
の
丸
を

あ
げ
ま
し
た
。
陸
上
1
万
メ
ー
ト
ル
で

は
同
谷
選
手

(
3
等
陸
曹
〉
が
よ
く
健

闘
6
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
陸
上
最
後

を
か
ざ
る
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
同
谷
選
手

は
世
界
の
強
剛
を
相
手
に
堂
々

3
位
に

入
賞
、
日
本
陸
上
陣
に
初
の
銅
メ
ダ
ル

を
も
た
ら
し
ま
し
た
り

水
泳
の
鶴
峯
選
手

(
海
士
長
〉
は
、

(
写
真
日
建
物
の
建
設
が
す
す
め
ら

れ
て
い
る
鉄
工
団
地
)

郵
便
貯
金
で

住
み
よ
い
郷
土

2
兆
円
達
成
記
念
奨
励
運
動

郵
政
省
で
は
け
月
初
日
ま
で

「
住
み

よ
い
郷
土
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
励
運

動
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
郵
便
貯
金
は
、
国

が
行
う
事
業
で
あ
り
、
お
預
り
し
た
お

金
に
は
国
が
責
任
を
も
ち
、
絶
対
に
秘

密
が
守
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
い
っ

さ
い
税
金
が
か
か
ら
な
い
う
え
、
全
国

い
ず
れ
の
郵
便
局
で
も
取
り
扱
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ

て
、

み
な
さ
ん
方
か
ら
広
く
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
郵
便
貯
金
が
こ
ん
ど

2

兆
円
を
こ
え
る
巨
額
に
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
貯
金
は
、
国
の
財
政
融
資

資
金
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
、

大
蔵
省
を
通
じ
て
市
町
村
、

公
庫
な
ど

に
貸
出
さ
れ
、

学
校
、
住
宅
、
道
路
の

建
設
に
、
農
漁
村
の
発
展
の
資
金
源
に

災
害
復
旧
や
地
域
開
発
、
基
幹
産
業
の

拡
充
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

国
民
生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
な
ど

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
大
き
な
役

割
を
果
し
て
い
ま
す
。

こ
の
郵
便
貯
金
増
強
運
動
は
、

魚
津

郵
便
局
、
市
内
各
郵
便
局
で
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。

(
魚
津
郵
便
局
)

百
メ
ー

ト
ル
平
泳
に
出
場
、
6
位
に

賞
す
る
な
ど
東
京
大
会
に
お
け
る
白

書
隊
員
の
奮
斗
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
自
衛
隊
の
規
律
あ
る
団
体
行

動
と
つ
ち
か
わ
れ
た
敢
闘
精
神
の
あ
ら

わ
れ
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
自
衛
官
の
第
3
次
募
集
が
次
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

マ
種
目

2
等
陸
士
、
海
士
、
空
士

マ
資
格
問
才
以
上
お
才
未
満

マ
試
験
中
学
卒
業
程
度
の
筆
記
試
験

マ
申
込
期
日
什
月
初
日
ま
で

志
願
票
は
市
役
所
市
民
相
談
室
に
あ

り
ま
す
。寄

イす

金
沢
市
石
引
一
丁
目
白

佐

竹

清

隆

(
亡
父
清
吉
殿
の
遺
志
に
よ
る
)

!
万
円

諏
訪
町
4
区

高

岸

作

治

(
亡
母
れ
い
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

5
千

円

金

屋

町

湊

屋

肇

(
亡
祖
母
ひ
き
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

5
千
円

天

神

野

新

関

口

猛

(
亡
父
与
吉
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

5
千
円

横
枕

沢
田
忠
大
郎

(
亡
忠
二
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

5
千

円

明

理

区

辻

寛

(
亡
父
弥
一
郎
殿
の
遺
志
に
よ
る
)

5
千
円

稗

畠

森

実

寿

ハ亡
母
サ
キ
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

6
百
Mm
円

小

川

団

地

宮

沢

俊

行

6
百
円

吉

野

寺

西

喜

一

3
百
円

西
部
中
学
3
年

匿

名

3
百

円

友

道

前

川

和

子

5
万
円

日
月

1
日
か
ら

即
時
通
話
区
間
が
ふ
え
る

魚
津
か
ら
金
沢
、
津
幡
聞
は
ダ
イ
ヤ

ル
即
時
通
話
と
な
り
ま
す
。

ま
た
福
井
、
小
松
、

大
型
寺
な
ど
の

局
へ
は
申
込
み
即
時
通
話
と
な
り
ま

す。

局
番
、
通
話
料
は
次
の
と
お
り
で

す
。21局名|局番lJ悶?夜11


